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副
凡

レ
オ
の
府
に
永
逝
せ
ん
と
す
る
頃
に
は
、
彼
以
外
国
上
の
成
功
を
得

彼
の
方
策
に
し
て
賀
行
せ
ん
と
勤
め
允
る
目
的
は
、
議
活
幸
一
服
な
る
結
果
を
来

3
ん
と

而
電
彼
の
生
命
の
長
か
ら
か
」
1
9
し
は
、
彼
の
一
身
に
坂
ιッ
て
幸
醤
な

5
し
と
一
お
ふ
可
し
。

彼
の
死
後
事
局
一
段
せ
I

リ
、
而
し
て
彼
は
治
々
と
一
し
て
魅
み
J

来
る
絵
王
継
に
不
利
な
る
勢
力
に

共
勢
力
の
寅
仁
川
制
大

法

王

レ

ヲ

と

宗

敬

改

輩

と
を
己
の
味
方
と
せ
よ
リ
。

允
J

り。

せ

ら
紙
抗
し
て
能
く
之
を
防
止
し
得
北
t
り
と
信
、
下
る
は
騒
め
て
困
難
な

b
。

な
る
は
彼
に
織
寸
法
位
に
設

-h
た
る
絵
王
の
悲
し
く
が
も
認
め
北
る
蕗
な
J
9
0

欧
洲
の
政
治
上
の

援
態
は
、
沓
制
度
に
針
ず
る
人
民
の
態
度
を
一
…
縫
し
、
智
識
上
の
濡
棋
連
は
一
審
忠
利
川
仁
針
ず
る
態
度

を
一
…
嬰
せ
i
り。

レ
オ
第
十
世
は
野
必
仁
駆
ら
れ
て
、
自
由
を
屈
し
良
必
を
破
機
せ
ん
と
し
て
償

ふ
可
わ
ら
診
る
の
失
敗
を
潟
せ
よ
ツ
。
ル
i
テ
ル
が
数
舎
の
腐
敗
を
叱
責
し
て
其
主
張
を
撤
阿
せ

も

d

t
り
し
は
貨
に
呉
宜
し
ぎ
を
‘
得
、
党
る
唱
の
な
十
九
彼
は
議
官
者
の
カ
を
以
て
紙
迎
の
意
思
を

話
yp、
紳
一
の
言
語
と
良
必
の
自
由
の
傍
れ
る
も
の
な
る
乙
と
を
立
経
せ
る
ほ
の
な
よ
リ
。
…
印
し
て

体
訟
と
構
成
主
」
は
み
…
く
粉
神

3
れ
大
』
り
而
し
て
歴
史
の
滋
歩
の
道
は
聞
か
れ
な
lυ

と
云
ふ
可

を
な
よ
ツ
。

時
V
，

t

ヨ
シ
、
〕
プ
ス
L
T

ン
の
立
脚
地
よ
り
見
た
る
俳
句

~.} 

忽

同
目
、
明
証

Aμ 

1=IV 

快

天
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@

@

@

帥

w

@

異

E
の
婆
術
と
は
v

如
何
な
る
唱
の
か
と
い
ふ
に
就
て
、
一
プ
ス
キ
ン
は
『
グ
エ
ユ
ス
の
石
b

に
大
要
左

@

@

A

A

A

G

@

 

の
如
く
説
い
て
ゐ
る
。
先
づ
皐
問
と
誕
百
術
と
に
は
ご
様
の
差
違
欧
州
が
あ
っ
て
、
感
問
は
知
る
者
、

A

@

@

-

A

A

 

審
術
は
製
作
す
る
者
、
感
問
は
事
物
を
あ

-b
の
ま
h

に
扱
ふ
者
、
義
術
は
事
物

pyω
盤
に
戚
ホ
ノ
る

A

甲

@

や
う
に
扱
ふ
者
で
あ
る
。
感
問
上
よ
ー
り
見
れ
ば
太
陽
は
地
球
よ

b
九
千
五
百
宙
開
哩
の
距
麟
に

あ
っ
て
、
地
球
の
百
十
一
日
倍
の
大
崎
、
d

を
有
し
、
二
十
五
日
十
四
時
四
分
間
に
臭
軸
に
於
て
白
勝
す

A

A

-

a

 

さ
れ
ど
欝
術
上
よ
L
ツ
見
れ
ば
右
様
の
乙
と
を
知
る
必
要
は
な
い
、
普
術
は
低
に
太
陽
を
紳

るル
均
し
て
光
明
…
赫
灼
大
る
蜜
紳
と
し
て
司
よ
し
、
或
は
之
を
擬
人
し
て
周
目
秀
麗
な
る
男
子
が
白

町
内
金
殺
に
跨
つ
セ
彪
と
し
て
が
も
よ
い
。

誕
百
術
は
事
物
の
精
紳
を
澗
観
ず
る
カ
あ
る
、
も
の
で
、
事

4.9 

物
の
外
相

k
闘
す
る
奨
を
夜
見
す
る
の
み
で
な
く
、
業
中
必
柁
る
本
質
に
闘
す
る
英
を
接
持
す

る
唱
の
で
あ
る
か
ら
、
態
問
と
比
較
す
れ
ば
惑
術
の
飯
域
は
一
一
般
廃
撲
で
あ
る
、
芳
一
は
必
盤
界
は

ザ
ヨ
シ
‘
ラ
ス
キ

V

の
立
脚
地
よ
り
見
た
る
俳
句

四
九
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め
v

ヨ

ν、
ラ
ス
キ

ν
の
立
脚
地
ま
り
見
た
る
俳
句

況
O

物
質
界
よ
よ
り
真
広
演
大
な
る
沿
も
の
で
あ
る
に
図
る
。

事
物
じ
拡
外
部
仁
親
れ
北
る
風
・
卒
と
共
内
部
に
秘
在
せ
る
紳
髄
と
ニ
つ
あ
る
。

の
顔
面
の
如
き
、
他
人
の
顔
面
と
異
る
所
の
形
紙
、
色
棒
、
毅
眉
等
の
外
相
を
有
す
る
は
勿
論
で
あ

る
炉
、
併
し
此
等
は
車
に
内
部
な
る
不
可
見
的
の
カ
パ
即
ち
必
湿
の
外
現
し
北
る
者
に
外
な
ら
ぬ
。

例
せ
ば
寄
人

故
に
呉
の
蕃
術
は
事
物
に
於
け
る
外
部
の
印
刷
・
手
を
'
透
過
し
て
内
部
仁
秘
在
せ
る
紳
髄
を
捕
ヘ

目
郊
の
如
く
事
物
を
怒
逃
し
て
其
本
質
の
呉
宮
税
破
し
、
之
を
英
作
品
上
に
議
揮

る
の
で
あ
る
。

ず
る
人
あ
ら
ば
、
議
は
奨
の
饗
術
家
と
い
ふ
ぺ
く
、
共
作
物
は
異
の
饗
術
と
櫛
ず
る
じ
足
る
の
で

あ
る
。

." 

此
カ
な
を
者
は
如
何
に
英
描
潟
せ
る
線
が
正
確
で
も
、
如
何
に
異
色
影
が
異
に
諮
っ
て
号
、
升
は

ぃ

単
純
な
る
模
潟
仁
止
っ
て
、
活
き
、
北
惑
術
で
な
い
ぶ
-
一
命
ゐ
る
、
議
機
あ
る
作
品
で
な
い
。
設
に
三
個

の
合
像
が
あ
る
と
仮
定
す
る
仁
、
第
一
の
宵
像
は
耳
目
鼻
口
よ
L

り
髪
毛
髪
粍
ま
で
本
，
人
の
如
〈

此
ぬ
日
像
を
目
刈
北
な
ら
、
近
親

協
め
て
精
麻
布
に
捕
か
れ
て
あ
る
が
、
少
し
る
表
情
が
な
い
と
す
る
。

朋
友
は
占
一
口
ふ
唱
崎
、
c
p
・
り
な
よ
ツ
、
業
飼
犬
で
毛
必
ヂ
業
合
像
の
誰
な
る
か
は
認
め
る
で
あ
ち
う
。
叉

第
一
一
の
宵
像
は
本
人
の
耳
目
鼻
口
を
等
閑
に
附
し
て
精
密
じ
描
い
て
な
い
、
併
し
眼
光
の
閃
を
、

暦
歯
の
緊
縮
等
、
本
人
が
粉
紳
の
敵
同
却
し
北
る
時
ー
に
見
ら
る
L
B

ゃ
う
仁
詩
い
て
あ
る
と
す
る
。

“ ι ー

/ 

此
場
合
仁
川
い
右
の
合
像
が
呉
を
得
、
北
る
習
の
と
認
h
u

る
刃
も
の
は
恐
く
は
近
親
朋
友
の
み
で
あ

ら
う
。
叉
第
三
の
官
像
は
本
人
の
普
混
の
表
情
は
み
一
く
描
い
て
な
い
。
併
し
本
人
の
内
部
に

秘
在
せ
る
必
情
、
及
び
彼
の
最
も
高
等
な
る
必
カ
が
一
度
に
活
動
し
大
る
瞬
間
の
風
采
を
議
い

て
あ
る
と
す
る
。

此
場
合
に
は
賀
際
右
の
如
め
己
批
耐
仁
蛍
っ
て
本
人
を

Hm
党
人
で
な
け
れ
ば
異

を
得
、
北
者
と
は
認
め
ぬ
で
あ
ら
う
。

守.ι..

?守、

第
一
の
官
像
は
身
惜
の
偶
牲
を
一
部
し
北
に
過
ぎ
ぬ
、
3
れ
ば
翁
候
に
よ
・
台
、
食
物
広
ょ
ん
/
、
騰
に
よ

t
り
て
鰍
拠
品
目
ら
る
べ
き
身
般
の
一
部
を
模
し
文
の
み
で
あ
る
。
叉
第
二
の
骨
像
は
必
濯
が
肉
憾
に

鮪
は
れ
役
世
仰
を
拙
い
大
の
で
あ
る
が
、
習
慣
や
滋
育
の
結
果
と
し
て
無
意
叉
は
有
意
に
.
出
で
北

る
情
の
現
れ
て
他
人
と
共
遁
の
者
で
、
内
必
の
奥
底
に
深
〈
枚
、
d

ナ
所
の
者
を
潟
し
北
の
で
な

@

@

@

@

e

A

曹

の

い
。
之
じ
反
し
て
第
三
の
骨
像
は
最
も
内
部
に
秘
在
せ
る
、
本
人
の
特
別
な
る
必
性
を
捕
ヘ
、
唯

e

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

 

紳
の
み
知
る
腕
の
彼
の
秘
殺
を
示
し
て
ゐ
る
。

期
の
如
く
に
し
て
始
め
て
奥
仁
合
像
と
繍
ナ

一一一一 …ーーーー …. ""<~--…-. .・一…-一'一_.~，"_ ~ f._. ，_…・e 司明......._..-~...-一一
寸、 J'岨ヨL ‘一‘
、 ‘司

;J色、 ・斗
，.、 4 ヨ l 、

勾

1 

'. 

t 

る
に
足
る
と
思
ふ
。
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叉
}
方
よ
ム
ツ
見
れ
ば
饗
術
は
一
の
讃
喋
で
あ
る
。

偉
大
な
る
饗
術
は
偉
大
な
る
必
嬢
が
共
焚

ザヨ

ν
、
ラ
ス
キ
V
の
立
脚
地
主
り
見
た
る
俳
句

:H. 



山

V

ヨ
三
日
ア
ス
キ
V
の
立
脚
地
よ
り
見
た
る
俳
句

五

， 52 

司
、
。
れ
ば
大
な
る
務
術

呉
の
婆
術
家
は
習
慣
的
に
其
愛

好
す
る
物
を
零
散
す
る
の
態
度
を
と
る
、
従
っ
て
菜
作
品
じ
は
崇
拝
の
念
が
彰
は
る
る
を
常
と

は
決
し
て
冷
静
な
る
乎
を
以
て
作
I

り
得
ぺ
を
唱
の
で
な
い
。

好
ナ
る
物
に
謝
し
て
歓
喜
踊
躍
す
'
る
必
戒
を
表
現
し
花
唱
の
で
あ
る
。

h

'

o

 

す
之

巣
し
て
然
れ
ば
大
な
る
饗
術
家
は
英
必
を
以
て
相
側
、
共
必
を
以
て
戚

b
、
而
し
て
英
税
、
花

る
所
、
其
戚

b
t
る
所
を
況
は
ず
の
カ
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

H
A

つ
や
薬
戚

b
t
る
所
、
共
湖
北

る
所
が
最
も
高
く
最
も
異
に
し
て
五
一
現
は
し
北
る
所
が
最
も
応
変
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
盟
総
の

、、、

護
術
家
で
あ
る
。

是
を
以
て
惑
術
は
作
者
の
概
念
を
現
は
ず
者
と
い
ふ
て
宅
よ
い
。

例
せ
ば
作
者
が
一
個
の
古

聖
人
な
る
概
念
を
有
す
る
と
せ
ば
此
概
念
を
彫
像
に
現
は
し
て
宅
、
人
物
茜
に
現
は
し
て
母
、
持

交
に
現
は
し
て
号
、
何
れ
活
皆
番
街
、
従
る
を
失
は
ぬ
。
‘

3
れ
ば
大
な
る
惑
術
は
大
な
る
州
側
念
を

税
者
に
体
ふ
る
減
も
の
で
、
従
一
っ
て
最
大
な
る
概
念
の
最
大
多
数
を
税
者
に
体
ふ
る
者
を
最
大
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

惑
術
と
い
ふ
乙
と
が
で
を
ふ
。
乙
れ
一
ア
ス
キ
シ
が
最
大
な
る
蕃
術
家
と
は
其
作
品
に
最
大
な

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

る
概
念
の
最
大
多
数
を
合
警
せ
し
り
る
人
で
あ
る
と
調
、
フ
文
所
以
ゃ
あ
る
。

以
上
J

ア
ス
キ
シ
の
見
地
よ

ιリ
我
閣
の
俳
人
を
見
る
に
、
松
永
貞
徳
川
伊

俳
諮
は
面
白
鳥
己
事
あ
る
時
、
興
に
・
乗

b
て
い
び
出
し
、
人
を
弘
喜
ば
し
め
、
我
れ
・
港
北
の
し
り
道

と
い
ふ
北
の
拡
、
俳
諮
を
燃
然
、
遊
戯
と
の
み
J

必
得
て
口
県
の
事
術
で
あ
る
と
の
確
信
、
が
無
か
つ
大

の
で
、
其
一
思
総
の
幼
穏
な
る
は
謂
ふ
迄
"
も
な
い
が
、
一
ア
ス
キ
シ
の
所
南
藤
術
は
一
の
讃
嘆
な
よ
リ
と

の
考
ひ
に
多
少
符
令
す
る
所
が
あ
る
。
ま
文
献
加
藤
徳
一
万
が

@

@

@

@

@

@

A

A

A

A

A

A

.

A

 

俳
誌
拡
一
機

2a
い
へ
ど
唱
ニ
慨
あ
ム
ソ
。
一
に
は
必
の
は
い
か
い
、
二
つ
に
は
詞
の
は
い
か
い

。
@

@

A

a

A

品

A

A

品
。
前
の
俳
諮
と
い
ふ
は
、
詞
な
だ
ら
か
に
し
て
必
に
興
を
ふ
く
め

b
J一
一
口
莱
の
俳
諮
E
・
e

・
日
中
す

は
、
秀
句
に
か

L
3
6、
利
一
口
を
詮
に
い
び
立
つ
る
品
。

と
説
い
て
、

._" 、__.・ 4 司ず日 ザ日...._.~，.~.，...，_，司日れ......，嶋一一心司・ーい一--...~---.・--~..<一
一一-.-・・一句ー・ M時・・~_.~-.・ a ‘・ →， ._. .~，. . --.--.". 

。‘，一、、 f 、~..‘ Y 
‘ιjへ

圃圃圃圃圃圃圃圃園田~.E;;万γ ， 下':0-.'." 川、 .'  

川 J 日正♂ふHC'1 巳 川什.....:;-
泊丸

。

ま
ん
い
ル
に
出
れ
ど
巨
誌
を
春
日
わ
な

0

0

0

0

0

0

0

 

撫
子
や
夏
野
の
は
ら
の
お
と
し
積

と
い
ふ
ゃ
う
仁
総
額
係
諮
を
用
ぴ
て
詞
に
の
み
花
を
咲
か
せ
る
外
仁
、
必
邸
も
思
想
の
よ
に
霊

き
を
置
く
の
必
要
を
一
部
し
北
の
は
J

ア
ス
キ
シ
が
宵
像
番
の
論
に
、
耳
目
の
形
容
仁
重
さ
を
置
か

白
川

説話

守

式

安
し
て
共
内
必
の
表
現
仁
カ
を
用
ふ
る
の
説
仁
川
似
て
面
白
い
所
が
あ
る
。

の
俳
諮
は
府
称
、
踊
溶
を
旨
と
し
て
綾
部
鼻
俗
な
る
が
多
い
、

3
れ
ど
也
被
ω

以

前

1)3 

山

V

ヨ
V
、
ラ
ス
キ

V
の
立
脚
地
よ
り
見
た
る
俳
句

五
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山

V

ヨ
ν、
一
フ
ス
キ
V
の
立
脚
地
ま
り
見
た
る
俳
句

A

U

A

U

A

A

 

儀

3
へ

ま

だ

ら

に

立

や

貨

の

年

0

0

0

0

 

早

麟

や

深

山

の

零

に

健

ろ

乎

0

0

0

0

 

天

唱

花

に

酔

る

か

雲

の

乱

れ

足

A

A

一

f

A

A

a

A

凸

か

ら

ノ

¥

に

身

拡

成

果

て

何
i
し
せ
み

A

A

A

U

A

A

A

A

A

 

鳴
議
・
を
哀
れ
7
ζ

お
ぼ
し
め

b
鹿

哉

0

0

0

 

一
僕
と
ぼ
く
/
¥
あ

b
く
花
河
川
哉

0

0

0

0

0

 

裕

妻

の

か

宅

か

げ

見

て

や

夜

道

星

0

0

0

0

 

一
一
一
界
港
二
階
も
燦
ら
す
月
見
哉

A

U

A

A

A

Q

A

A

 

浪
花
津
に

3
く

や

の

雨

や

楠

の

花

-

A

A

Q

A

A

A

A

A

 

恨

の

中

や

燃

々

と

ま

れ

か

く

宅

あ

れ

o

o

o

o

，

o

o

o

 

相
似
瓜
に
三
千
の
林
檎
顔
色
な
し

斯

く

狂

言

と

経

口

に

の

み
J

走

っ

た

の

で

は

ヲ

ス

キ

Y

の
所
制
自
然
界
に
現
，
は
れ
な
る
・
外
部
の

風
卒
コ
ヘ
弘
模
ず
る
乙
と
は
雌
到
来
な
い
、
況
や
其
中
に
秘
在
せ
る
紳
髄
を
や
。

五
回貞

:徳

貞

窓

立

茸訓斗

ト

ιH"r

百

減

総

盛

季

吟

令

徳

玄

ホL

出
一
小

悶

|司常

矩

吾
人
の
観
察
す
る
所
に
依
れ
ば
芭
蕉
以
前
の
俳
句
に
は
呉
両
国
の
態
度
が
銚
け
て
ゐ
る
、
従
て

，1 

事

物

の

外

国

を

糊

塗

し

去

っ

て

得

允
l

り
と
す
る
の
岡
仰
が
あ
る
。
〕
々
の
匂
に
艇
浮
の
必
が
見

え
て
抑
制
艮
の
情
と
症
霊
の
態
皮
が
な
い
、
誠
費
拡
道
徳
の
大
本
に
し
て
岡
崎
に
蕃
術
の
基
礎
で

あ
る
、

r
rの
鉱
山
い
物
仁
永
久
の
債
依
あ
る
-
-
唱
の
は
一
つ
が
も
な
い
。

@

@

.

 

7
ス

キ

シ

の

意

見

に

従

へ

ば

吾

人

が

蕃

術

上

の

作

品

よ
L
リ
得
ぺ
を
快
戚
の
凶
向
は
大
略
五
つ

@

@

@

 

其
第
一
は
が
て
削
切
ら
蕃
術
製
作
の
潟
に
費

3
れ
北
る
身
必
の

仁
分
類
す
る
乙
と
が
，
で
さ
る
。

.占一

が
が
作
品
の
上
に
現
は
れ
る
。

此
カ
に
は
積
々
雑
多
の
階
級
が
あ
る
諜
で
、
下
は
指
尖
や
腕
顕

.九吋レ・・ a・司喝、 T，-'_.~.... ~_.ーパ- _.~.一一一色『句 -.þO'..... 、日・"ー、_" '. _" ~.. 畑、. 
}司、白司~ ''.: 
、 !ト包‘
・骨

マ‘争、

の
カ
よ
'
夕
、
上
は
最
高
等
な
る
智
力
や
情
操
ま
で
を
合
ん
で
ゐ
る
。

古

賀

物

の

中

に

南

轡

図

よ
L
ツ
俸
京
市
の
短
剣
と
い
ふ
の
が
あ
る
、
此
創
は
業
約
よ
f

り
刀
室
の
会
部

例

せ

ば

足

利

町

鋭

岡

寺

の

に
亙
っ
て
精
密
な
る
彫
刻
が
施
し
て
あ
る
、
是
の
如
き
彫
刻
仁
按
ず
る
時
、
普
人
は
之
が
潟
に
投

申、c
れ
北
る
時
間
と
傍
カ
と
を
考
へ
て
何
と
な
く
愉
快
に
戚
ポ
ノ
る
、
ま
セ
日
光
の
一
位
殿
の
如
を
柱

よ
よ
リ
門
扉
に
笠
る
ま
で
怒
く
精
巧
な
る
彫
刻
を
以
て
飾
ら
れ
て
あ
る
、
是
に
於
て
乎
、
普
人
は
之

を

観

て

如

何

に

多

く

身

必

の

労

力

が

費

3
れ
な
を
察
し
、
快
戚
を
芯
践
す
る
.
の
で
あ
る
Q

~ 
れ

ば
小
は
芥
子
粒
に
刻
時
、
d

れ

北

ゐ

大

黒

天

ょ

ん
J

、
大
は
奈
良
の
大
仰
や
、
ロ
ー
ズ
滞
日
に
跨
れ
る
ア

65 

ポ
ロ
ー
の
大
像
仁
琵
る
ま
で
吾
人
に
カ
の
概
念
を
山
崎J

ヘ
ぬ
が
も
の
は
な
い
。

乙
れ
は
践
・
仁
彫
刻

4 ‘ お陶・ー"牛ー白~-，.‘ー‘・.._-

a‘、

出

v

ヨ

ν、
ラ
ス
キ
V

の
立
脚
地
ま
り
見
た
る
俳
句

近
出
品， " 
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uv
ヨ

ν、
ラ
ス
キ

νの
立
脚
地
よ
り
見
た
る
俳
句

の
み
で
拡
な
い
、
総
議
/
で
母
音
幾
で
唱
詩
で
も
同
様
で
あ
る
。

以
て
し
食
な
ら
ば
一
居
力
の
戚
を
践
む
べ
く
、
勢
力
と
熱
線
に
加
ふ
る
に
瓦
に
巧
妙
と
剣
断
力

五
六

且
つ
勢
力
に
加
ふ
る
仁
謀
総
を

を
以
て
し
北
な
ら
ば
十
倍
の
カ
を
示
ず
に
足
る
。

河
口
す
れ
ば
惑
術
に
用
び
ら
れ
北
る
身
必
の

カ
が
益
々
高
等
と
な
れ
ば
な
る
程
、
五
日
人
は
愈
々
高
等
な
る
快
戚
を
得
る
の
で
あ
る
。

寄
人
の
身
必
仁
拡
大
な
る
力
対
も
あ
I

り
、
小
な
る
カ
も
ゐ
・
夕
、
奥
し
を
方
、
す
み
よ
り
、
黄
金
・
}
カ
宅
ゐ
る
。

而
し
て
小
な
る
カ
は
小
な
る
者
の
製
作
に
舟
び
ら
れ
、
大
な
る
力
は
大
な
る
者
の
製
作
仁
朋
ぴ

ら
れ
、
鼻
し
き
カ
は
輿
し
営
者
、
貨
を
カ
は
交
を
者
の
製
作
に
用
ひ
ら
る
1
b
o

大
な
る
者
の
製
作
に
周
び
ら
れ
校
時
、
英
作
品
は
俊
秀
な
る
者
と
潟
る
。

偉
大
在
る
カ
が
偉

此
俊
秀
と
稲
ず
る
交

字
拡
偉
大
な
る
カ
が
多
く
の
困
難
に
打
勝
っ
て
成
効
し
文
る
を
意
味
す
る
の
で
、
俊
秀
な
る
者
s

と
は
美
麗
な
る
者
、
有
用
な
る
者
、
善
良
な
る
者
な
ど
と
異
つ
大
意
味
を
強
つ
の
で
あ
る
。

果

て
然
れ
ば
小
な
る
者
、
奥
し
を
者
を
主
題
と
し
て
俊
秀
な
る
蕃
術
を
得
る
乙
と
は
不
可
能
で
あ

る
、
例
せ
ば
子
矛
や
、
蛇
や
、
蚊
を
主
題
と
し
て
偉
大
な
る
識
を
拙
い
大

b
、
俊
秀
忍
る
彫
刻
や
J

品
目
毅

を
作
る
乙
と
は
で
を
ぬ
。

却
設
以
上
一
フ
ス
キ
ン
の
見
地
よ

b
俳
句
を
税
察
す
る
に
、
英
士
山
嵐
の
議
絡
に
於
て
儀

b
白
尚
滋

{‘ .. 

ゐ
る
。

例
せ
ば
夏
期
の
動
物
に
毛
品
、
蚊
、
側
、
義
一
、
子
矛
、
蛇
、
断
鰍
な
ど
が
主
題
と
錦
っ
て

最
も
此
等
の
動
物
も
他
の
物
と
の
取
l

り
合
せ

3
ヘ
笠
し
を
を
符
れ
・
、
以
立
派
に
・
詩
化
せ

ぎ
る
槻
が
あ
る
。

ち
る

h

は
勿
論
t

で
あ
る
が
。

具
場
合
に
は
他
の
物
を
一
詠
い
v

北
の
で
此
等
の
動
物
其
物
を
一
蹴

b
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柁
の
で
は
な
い
。
此
の
如
く
鼻
し
く
し
て
且
つ
償
位
な
を
動
物
を
謀
術
の
主
題
と
す
る
は

E

。
@

@

@

@

0

0

@

@

@

@

@

@

む

@

@

0

3

嘗
の
方
法
で
な
い
0

3
れ
ば
此
等
の
動
物
共
物
を
一
泳

b
大
る
句
仁
名
匂
は
一
つ
も
な
い
c

今
人
の
匂
を
二
一
ニ
恕
げ
て
見
ゃ
う
。

。
@

踏

み

つ

け

て

臓

附

の

背

き

毛

白

川

わ

な

柏

捕

〈

ち

ぱ

し

の

長

を

薮

げ

が

書

を

設

す

澱

橋

附
惜
し
打
つ
無
な
け
れ
ば
よ

b
っ

か

ヂ

子

規

乏

し

『

』

禅
に
い
ね
取
の
一
夫
姉
の
契

b
わ
な
'

wqp
や
金
魚
の
糞

ιな
b
に

け

よ

り

守

水

者

苧
の
葉
に

mm
を
包
h
u

や

二

三

疋

栴

影

山

m
W
や
か
た
ま
J

り'
A
官

ぴ

て

石

の

下

組

人

新
の
如
き
句
に
詩
美
な
ど
の
あ
ふ
筈
が
な
俗
い
、
否
、
詩
美
が
鉱
山
い
だ
け
，
な
ら
宜
い
、
が
¥
鼻
し
い
、
訪
れ

ザ
ヨ
シ
、
“
ァ
ス
キ

V

の
立
脚
地
よ
り
見
た
る
俳
句

五
七

'ヘ



‘
 

l
t

、

山

V

ヨ

ν、
ラ
ス
キ

V

の
立
脚
地
よ
り
見
た
る
俳
句

五
八

58 

大
ゃ
う
な
、
不
快
の
念
日
が
生
、
下
J

る。

古
人
に
も
新
わ
る
主
題
で
好
匂
を
吐
い
党
人
は
貨
に
稀
で

あ
る
。

1 

。

隙
明
や
蚤
の
出
で
行
く
耳
の
穴

@
 

古
井
戸
や
蚊
に
飛
ん
山
潟
の
骨
悶
し

@

戸

川
畑
打
を
の
が
る
h
h

蜘
の
命
、
わ
、
な

朝
風
に
毛
を
吹
か
れ
ゐ
る
ず
抑
制
か
な

@

@

 

子
子
の
水
や
長
沙
の
裏
借
家

燕
村
ほ
ど
の
手
腕
を
以
て
し
て
が
も
此
等
の
動
物
を
詩
化
ず
る
は
容
易
で
な
い
、
況
や
蘇
村
以
下

丈

竹

議

村晶

日
り
I
t
 

''BEE.‘. 

、ua
，‘

季

3挺

F
P
J
 

・14ml 

同

の
俳
人
を
や
。

の
如
を
は
珍
し
き
好
句
で
あ
る
が
、
二
句
共
仁
動
物
其
物
は
作
者
が
持
情
の
媒
介
と
な
る
に
止

@
 

子
や
読
ん
葉
子
の
邸
時
が
も
蚊
の
喰
ん

、

@

ゃ
れ
打
つ
な
雌
が
手
を
す

-b
足
を
す
る

嵐

蘭茶

っ
て
ゐ
る
0

3
れ
ば
蚊
と
榔
の
句
と
い
ふ
よ
よ
リ
は
人
情
の
美
し
い
所
&
議

b
文
句
と
い
ふ
が

趨
蛍
で
あ
ら
う
。
法
を
以
て
泣
け
人
は
俳
句
の
詩
材

7c・
し
て
成
る
べ
く
高
雄
な
る
者
を
選
ん
で

‘1
 

4
-

.... ‘司・‘・ . 

高
雄
な
る
総
を
持
ふ
る
を
「
努
め
北
い
と
思
ふ
。
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務
術
仁
於
て
カ
の
現
は
れ
る
の
は
困
難
に
打
勝
つ
仁
あ
る
、
然
れ
ど
電
複
雑
な
る
者
が
必
安
し

宅
困
難
で
あ
る
の
で
は
な
い
、
否
、
複
雑
な
る
よ
I

り
儲
潔
な
る
が
部
て
困
難
で
あ
る
。
且
つ
叉
鶏

鍬
な
る
手
腕
を
多
方
面
に
郎
ふ
の
が
必
ホ
ノ
し
唱
困
難
で
あ
る
の
で
は
な
い
、
否
、
共
手
腕
を
縞
営

の
場
属
、
だ
け
に
制
限
し
て
用
び
な
い
の
が
頗
る
困
難
で
あ
る
。
俳
句
が
何
人
に
宅
入
よ
ソ
易
く
.

し
て
安
際
上
、
議
す
る
人
の
少
い
の
は
此
紡
に
あ
る
、
仰
と
な
れ
ば
俳
句
は
詩
形
ゲ
小

3
ぃ
、
極
め

て
簡
潔
で
あ
る
、
議
工
が
一
筆
わ
ニ
禁
で
一
個
の
烏
な
ど
を
摘
を
了
る
や
う
に
、
一
匂
か
ニ
匂
に

作
者
の
観
念
を
現
は
し
了
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

絞
ネ
の
な
い
や
う
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

叉
趨
蛍
な
い
腐
に
協
組
砂
聞
な
匂
を
配
詮
し
て
少
し
唱

乙
れ
俳
句
が
他
の
歌
や
詩
よ
F
P
詩
形
の
小
な
る
だ
け

効
能
な
る
所
が
あ
ιリ
カ
が
占
め
る
所
以
で
あ
る
。

。。

日ア

λ

キ
シ
は
懇
術
に
カ
の
現
る
る
原
因
と
し
て
簡
単
と
い
ふ
乙
と
を
怒
げ
て
ゐ
る
。

@

@

 

簡
単
と

は
目
的
じ
濁
し
て
手
段
の
簡
単
な
る
乙
と
で
、
作
者
の
観
念
を
現
は
ず
潟
に
用
ふ
る
手
段
が
簡

単
で
あ
れ
ば
英
践
に
力
が
彰
は
る
る
。

倒
せ
ば
秋
の
景
色
を
議
く
潟
に
山
林
の
紅
葉
を
拙
い

北
L
リ
、
五
穀
の
鶏
し
北
有
様
を
潟
し
北

b
、
秋
草
を
惑
い
大
I

り
、
肢
を
揃
い
、
北
F

り
、
積
々
の
手
段
を
用

日

V

ヨ

ν、
-
プ
ス
キ
Y

の
立
脚
地
よ
り
見
た
る
俳
句

まL
九

59 

f亀
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-ち

山

V

ヨ
V
、
ラ
ス
キ

V

の
立
脚
地
ま
り
見
た
る
俳
句

ムハ
O

60 

、

ゐ
て
秋
長
を
現
は
し
北
の
で
は
カ
が
見
え
ぬ
、
け
れ
ど
も
薬
用
ぴ
る
手
段
が
極
め
て
少
く
し
て

秋
景
が
充
分
仁
親
れ
北
な
ら
英
彪
に
力
が
彰
は
れ
て
く
る
。

枯
枝
に
烏
と
ま
よ
ツ
け

b
秋
の
幕

邸
も
芭
蕉
の

の
や
う
に
枯
枝
と
烏
だ
け
で
秋
の
会
長
を
充
分
に
描
を
了
る
の
は
非
凡
の
手
腕
を
一
裂
す
る
。

棋
に
就
て
毛

奈
良
右
霊
レ
心
堂
伽
箆
八
重
榔

木
の
唱
と
仁
汁
苦
悩
州
電
機
哉

芭

京

河

雲
を
呑
て
花
を
吐
く
な
る
芳
野
山

般
峨
ぴ
と
日
関
院
様
の
榔
哉

総

村

!司

な
ど
誠

b
て
仰
れ
唱
錦
織
と
美
を
争
ふ
の
風
情
が
あ
る
、
w
d

れ
ど
加
憾
の
美
を
現
は
ず
仁
多
ぐ
の

手
段
を
用
ゐ
て
あ
る
。
然
る
に

乙
れ
は
ζ

れ
は
と
ば
か
よ
リ
花
の
芳
野
山

点

室

の
匂
に
は
少
し
苦
騒
々
の
手
段
を
弄
せ
ホ
J

し
て
懐
花
の
、
美
棋
を
遺
憾
な
く
山
一
一
口
ぴ
附
闘
は
し
て
あ

る
、
乙
れ
暴
力
あ
る
所
以

F

で
あ
る
。

@

@

@

@

 

・
次
に
饗
術
に
力
の
混
は
れ
る
原
因
は
神
秘
で
あ
る
、
料
秘
と
は
宇
宙
の
寓
象
が
貨
に
不
可
思
議

で
、
治
化
の
大
威
力
を
示
す
如
く
、
警
術
も
如
何
に
し
て
で
を
た
か
、
不
思
議
に
思
は
る
1
3

程
で
あ

れ
ば
其
虎
に
カ
が
彰
は
る

h
o
t

郎
、
も
葉
作
口
聞
が
紳
口
問
鬼
エ
と
い
ふ
ぺ
く
、
何
I
C

唱
妙
と
許
す
.
る

よ
ιッ
外
は
な
い
と
す
れ
ば
充
分
に
力
が
表
は
る
る
識
で
あ
る
。

古
来
俳
句
に
肺
品
鬼
工
と
い

Fを

ふ
や
う
な
名
作
拡
な
い
が
、
今
日
の
一
昔
人
か
ら
見
て
企
て
及
ぷ
や
う
に
思
は
る
る
匂
と
、
到
底
企

て
及
ん
か
乙
と
は
で
を
ぬ
と
思
ふ
匂
が
あ
る
。

@

@

 

は
所
鵡
紳
秘
な
…
の
で
あ
る
。

乃
ち
到
底
他
人
に
企
て
及
ぷ
乙
と
の
で
を
ぬ
匂

以
仰
向
卿
の
L
リ
ん
と
唱
ウ
一
口
は
・
ヂ
熱
茶
碗

は
磁
的
脅
な
ら
で
は
よ
め
安
、

古
池
ゃ
い
舵
飛
ば
込
ひ
水
の
一
背

は
芭
蕉
な
ら
で
は
よ
め
歩

一一-一一_-…舟一一.咋.叩-ゆ叩、一一、一...司司. 、‘_，ト噌ト勾 円一F苧 一-‘，引、日.._'4←一一A吟 … -司--伺-一-佐τ-_..守..
1 ... 

長
松
山
が
税
の
名
で
く
る
御
慶
哉

は
野
俊
な
ら
で
は
よ
め
安
、

61 

蒋
の
海
終
日
の
た
1
9
ノ
¥
哉

叫

V

ヨ
V
、
ラ
ス
キ

V

の
立
脚
地
主
り
見
党
る
俳
句

p且d
/、



ザ

ヨ

ν
、
ラ
ス
キ

ν
の
立
脚
地
よ
り
見
た
る
俳
句
!

大
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叫
似
蕪
村
な
ら
で
は
よ
め
歩
、

名
月
や
紅
戸
の
奴
等
が
何
知
っ
て

、
は
一
茶
な
ら
で
は
よ
め
歩
、

白
炭
や
焼
、
わ
ぬ
品
目
の
零
の
校

は
尚
ω
知
な
ら
で
は
よ
め
ぬ
匂
で
あ
ら
う
。
@
 

復
次
に
饗
術
仁
カ
の
現
は
れ
る
原
闘
は
波
皮
で
ゐ
る
。

@

@

 

速
度
と
は
作
宥

r
ト
充
分
の
知
識
と
剣

麟
と
が
あ
っ
て
英
計
割
を
賛
行
ず
る
上
に
少
し
宅
隠
路
な
く
、
一
気
仁
製
作
す
る
を
い
ふ
の
で

あ
る
。

例
せ
ば
議
ヱ
ド
線
を
議
く
が
如
き
、
跨
践
し
つ

L

び
い
大
線
よ
J

り
紘
一
気
仁
び
い
党
総

は
カ
が
あ
よ
リ
、
小
必
翼
々
と
し
て
び
い
た
線
ょ
ん
は
大
臓
に
ひ
い
た
線
拡
カ
が
あ
る
。

何
れ
に

し
て
号
法
皮
の
高
い
の
が
英
低
い
の
よ

b
カ
が
多
く
現
は
れ
る
懇
で
あ
る
。

仲
同
〕
必
然
が

議
匂
の
す
が
北
は
青
柳
の
小
雨
に
怒
れ
ー
北
る
が
如
く
仁
し
て
、
微
風
に
あ
ゃ
な
す
唱
を
わ
し
。

附
方
は
部
月
の
夜
仁
、
総
…
の
ど
と
と
な
く
磐
る
が
如
く
、
竹
林
を
隔
て
か
す
か
じ
琴
獲
を
問
く

が
如
く
、
情
は
必
裏
の
花
を
号
、
北
づ
ね
、
異
如
の
月
を
-
宅
概
安
ベ
し
、

r
v
w印
刷
げ
配

v
v
v
r

@

@

@

@

@

@

@

@

一

@

が
如
く
匂
を
吐
く
べ
し
。

... 通hー『司"

，/、

ー
し
設
い
北
の
拡
此
消
息
を
漏
し
、
党
の
で
あ
ら
う
b
3
1り
な
が
ら
匂
は
琢
磨
鍛
錬
の
功
を
快
い

て
蛍
い
と
い
ふ
の
で
は
な
い
琢
磨
鍛
錬
の
功
は
匂
仁
大
な
る
カ
を
奥
ふ
る
は
調
ふ
迄
唱
な
い
。

信
州
の
白
雄
の
如
を
は
平
素
句
を
案
歩
る
に
木
製
の
玉
を
掌
上
に
撫
し
て
、
問
問
潟
統
廃
な
ふ
匂

を
性
い
花
、
乃
私
自

鳴
け
ば
鳴
く
ニ
つ
の
山
の
悶
子
烏

¥ 

ご
ま
食
に
な
I

り
て
霞
め
る
野
川
哉

水
に
臨
む
欄
子
高
し
青
山
肌

な
ど
彫
琢
の
功
に
よ
る
の
で
あ
ら
う
。

@

@

 

吾
人
が
瞥
術
上
の
作
品
よ
L
ツ
得
ぺ
を
快
戚
の
第
二
悶
は
綾
倣
で
あ
る
。

駅
前
と
は
作
品
が
模

お
せ
ら
れ
大
る
物
と
酪
宵
ず
る
を
い
ふ
の
で
、
若
し
英
作
品
に
し
て
・
貨
物
と
哉
ち
る

h

程
に
普

く
似
て
ゐ
文
な
ら
ば
五
日
人
は
之
仁
依
て
意
外
の
忠
び
去
潟
し
て
快
戚
を
生
、
ヂ
る
。

例
せ
ば
鶏

63 

が
部
硝
の
総
を
日
ル
て
食
物
と
誤
解
し
て
啄
ま
ん
と
す
る
ほ
ど
、
酷
似
し
て
ゐ
れ
ば
五
日
人
は
必
歩

意
外
の
思
ぴ
を
潟
し
て
快
戚
を
生
、
下
J

る
。
此
坊
令
の
快
戚
は
五
日
人
が
巧
み
な
る
乎
ロ
仰
を
制
似
て

鎚
す
快
戚
と
同

b
で
あ
る
。
故
に
乙
れ
仁
は
二
つ
の
必
要
な
る
傍
件
が
あ
る
、
印
も
一
方
じ
は

叫

V

ヨ
V
、
ラ
丸
キ
シ
の
立
脚
地
よ
り
見
た
る
俳
句

大



< 
E 

出

V

ヨ

ν
、
ラ
ス
キ

ν
の
立
脚
地
よ
り
見
た
る
俳
句

貨
物
と
呉
ら
ぬ
乙
と
を
示
し
つ
¥
他
方
に
安
物
に
非
る
を
示
す
の
で
あ
る
。
大
間

st1 

例
せ
ば
限
を
以

て
給
を
見
、
文
る
時
は
如
何
に
し
て
宅
貨
物
の
や
う
に
見
え
る
が
、
指
を
以
て
倒
れ
て
税
れ
ば
為
一

く
安
物
で
な
い
の
が
知
れ
る
白
携
の
如
き
完
全
な
る
模
倣
は
給
番
仁
於
て
の
み
可
能
で
、
彫
刻

に
於
て
は
、
不
可
能
で
あ
る
。
依
-
舎
に
一
の
-
宵
像
番
が
あ
っ
て
本
人
と
誤
ら
み
、
柑
併
に
で
な
食

。

@

@

@

。

と
す
る
。
此
・
宵
像
惑
は
本
人
の
如
く
見
え
る
。
併
し
ζ

れ
を
大
理
石
の
彫
像
ー
し
潟
ず
特
は
、
刊
の

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

 

人
の
身
髄
の
如
く
見
え
る
け
れ
ど
号
、
本
人
の
如
く
に
は
見
え
ぬ
。

模
倣
よ
λ
ツ
今
一
歩
る
快
戚
は
模
せ
ら
れ
た
る
物
の
佐
賀
に
は
長
毛
関
係
は
な
い
、
模
倣
が
奇
人
を

欺
い
て
、
寄
人
の
眼
を
昧
ま
ず
の
多
少
に
よ

b
て
快
戚
に
探
誌
が
あ
る
の
み
ー
で
あ
る
。

是
を
以

て
模
倣

3
ヘ
充
分
な
れ
ば
将
軍
を
換
し
た
る
と
其
飛
鳥
を
模
し
セ
る
と
事
5
6
差
別
は
な
い
、
同

b
く
快
戚
を
芯
旭
ず
る
。

然
れ
ど
が
も
総
倣
よ
よ
り
生
ホ
/
る
快
戚
拡
手
口
聞
を
伽
似
て
生
・
ヂ
る
快
戚
と
問

b
で
あ
る
か
ら
、
航
る
鼻

し
い
"
も
の
で
あ
っ
て
、
警
術
よ

b
得
る
快
戚
の
中
最
弘
践
し

U
ぺ
き
対
も
の
で
あ
る
。

兵
第
一
の

迎
ぬ
は
模
倣
よ

b
生
す
る
快
戚
は
強
官
的
で
、
作
者
の
思
想
や
戚
情
を
味
ふ

て
後
仁
得
る
快
戚

マ
な
く
、
議
官
で
日
油
、
党
所
に
止
る
対
も
の
で
あ
る
。

的
兜
官
的
の
快
楽
が
精
紳
的
の
快
楽
よ
ー
υ
劣
等

民一司
、九匂恥〈 勺"

な
る
除
制
附
ふ
迄
宅
・
な
い
。

第
二
の
浬
由
は
模
倣
は
無
償
値
な
る
物
、
些
少
な
る
物
に
於
て
は
可

能
で
あ
る
が
、
償
値
あ
る
唱
の
、
偉
大
な
る
唱
の
に
謝
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
。

猫
や
三
味
線
な
ら
ば
為
一
(
安
物
の
や
う
に
模
倣
し
て
、
普
入
は
之
に
依
て
欺
か
る
る
か
宅
知
れ

例
せ
ば
議
ヱ
は

ぬ、
3
れ
ど
彼
は
宮
士
山
を
模
し
、
大
洋
を
模
し
て
安
物
と
思
は
し
む
る
乙
と
は
で
き
ぬ
。

彼
は

果
物
を
模
倣
す
る
乙
と
は
で
き
ゃ
う
、
け
れ
ど
が
℃
老
松
を
綴
倣
ず
る
乙
と
は
で
き
ぬ
。

花
を
模
倣
す
る
乙
と
は
で
を
や
う
、
け
れ
ど
が
も
蹟
野
を
模
倣
す
る
乙
と
は
で
き
ぬ
。

彼
は
議
・

第
一
一
一
の
溜

出
は
模
倣
院
事
物
の
外
一
聞
に
現
は
れ
北
る
形
相
を
捕
へ
る
の
み
で
、
事
物
の
内
一
聞
に
秘
在
ず
る

紳
髄
を
捕
へ
る
カ
が
な
い
。

と
れ
模
倣
の
饗
術
上
賎
し
り
可
を
所
以
J

で
あ
る
と
J

ア

λ

キ
ン
は

‘ 

、
謂
ふ
て
ゐ
る
。

却
説
此
見
地
よ

b
俳
句
を
見
る
仁
俳
句
は
客
観
的
に
『
あ
L
Y

の
億
」
を
認
め
ば
宣
い
な
ど
い
ふ
説

。

。

。

。

は
取
る
に
足
ら
ぬ
。
芭
蕉
叫
の
古
池
の
匂
を
以
て
、
あ
L

り
の
俸
を
諌
ん
だ
も
の
と
思
ふ
は
大
な
る

謬
見
で
あ
る
。

古
池
の
句
は
閑
寂
幽
滋
の
一
紳
髄
を
一
旬
に
道
破
し
大
も
の
で
、
客
制
倒
的
で
は
な

く
主
観
的
の
句
で
あ
る
。
一
単
純
に
客
制
仰
の
み
〆
を
持
ぺ
て
、
恰
述
書
ヱ
が
事
物
を
棋
潟
ず
る
や
う

に
の
み
し
食
な
ら
ば
、
好
匂
の
で
き
る
答
は
な
い
0

・

65 

ぬ
v
・
ヨ
シ
、
日
ブ
ス
キ

V

の
立
脚
地
よ
り
見
た
る
俳
句

大
五



• 1
 
1
 

t

，
 

V
ヨ

v
、
ラ
ス
キ
V
の
立
脚
地
よ
り
見
柁
る
俳
句

大
穴
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茶
宅
み
一
人
茶
摘
六
人
雇
ぴ
け
E
O

鶏

米
糠
に
穴
を
あ
叩
け
北
1
9
嫁
が
君

床
の
下
を
隣
ヘ
行
ノ
λ

や
術
の
熔

義
畿
の
教
師
が
馬
で
遜
よ
ソ
け
よ
り

鹿鈴

梧

f阿

均〉

す

~ 8草子

乙
れ
等
は
『
あ
1
9

の
億
』
を
誠
み
、
あ
1
り
の
ま
k
B

の
や
う
に
諌
ん
だ
句
で
あ
る
が
減
様
な
句
に
好
い

一
万
来
奇
人
は
主
税
の
色
を
つ
け
ホ
ノ
し
て
客
観
の
み
を
潟
す
乙
と
、
恰
宅
競
の
物
を

の
は
飯
山
い
。

映
・
ヂ
る
が
如
く
す
る
と
と
は
不
可
能
で
ゐ
る
。

'
鉱
山
必
な
る
一
銭
で

3
ヘ
事
物
を
ア
め
λ

ツ
の
億
』
に
映

中

pr

る
唱
の
で
な
い
、
鏡
の
形
の
如
く
或
は
披
大
し
み
ム
1
9
、
戒
は
縮
小
し
た
P
9、
或
は
凹
凸

3
せ
な
よ
り
、

戒
拡
歪
め
大
t
り
す
る
、
況
ん
や
紳
務
不
可
思
議
な
る
五
日
人
の
主
税
を
以
て
事
物
を
観
る
を
や
、
英

主
制
仰
の
色
彩
を
帯
ん
か
る
は
避
く
べ
か
ら
も
d

る
数
で
あ
る
。

な
ほ
況
は
人
の
注
窓
ナ
ペ
き
は
模
倣
は
助
一
一
小
な
る
唱
の
、
低
鼻
な
る
唱
の
に
は
可
能
で
あ
る
が
、
雄
-

大
な
る
述
の
、
務
官
同
な
る
唱
の
に
は
不
可
能
な
る
一
事
で
あ
る
。

な
る
唱
の
低
奥
な
る
が
も
の
を
海
山
誠

b
て
あ
る
が
、
審
術
と
し
で
の
償
値
が
拘
に
少
い
。

古
今
の
俳
句
を
見
る
に
些
小

レ
心
部
集
之
、
議
村
レ
山
部
集
と
に
其
例
を
求
め
北
な
ら
ば
、

4
 

4
 

4
 

。
a
v
A
W

切
る
夜
の
ほ
の
か
に
嬉
し
嫁
が
君

@

@

 

褒
飯
に
や
っ
る
h

懸
や
猫
が
妻

@

@

 

す
を
ノ
¥
、
と
総
子
摘
け
よ
り
土
掌

@
 

我
事
E
C
'
鰍
の
逃
げ
し
根
芹
哉@
@

@

 

踏
ま
柁
令
官
ヱ
堤
の
羽
目
や
蕗
の
議

@
 
炭
買
の
己
が
妻
乙
そ
黒
か
ら
め

@

@

ゐ

@

生
花
に
乙
と
一
銚
く
頃
や
枇
杷
の
花

@。

月
曾
の
身
を
脊
じ
勾
ふ
海
鼠
哉

@

@

@

 

ふ
?
汁
の
ん
我
活
て
い
る
綬
境
哉
@
 

酔
て
綴
一
文
日
の
が
ホ
/
/
¥
を
古
踏

@

@

@

 

ぴ
北
ん
か
る
仁
族
借
と
め
け
ιり
納
豆
汁

@
 

振
上
北
我
一
手
認
め
つ
あ
さ
の
側

@

@

 

桑
畑
に
喰
ぴ
つ
ぷ
し
の
毛
・
品
哉

~fm 桃月 其百舟丈拙霊袈士燕凡

芭
蕉

角繋、泉州州候五端j巧村?を居話
:?，t;: 
サム

態
げ
来
れ
ば
限
ん
/
唱
な
い
が
、
仰
れ
一
"
も
詩
奨
の
雄
揮
官
高
な
る
"
も
の
は
薬
じ
し
た
〈
唱
無
い
。

ザ

ヨ

ν
、
ラ
ス
キ
シ
の
立
脚
一
地
よ
り
見
た
る
俳
句

tY! 

六
七

、、



. 、

mv
ヨ
V
、
ラ
ス
キ

V

の
立
脚
地
主
り
見
た
る
俳
句

六
八

68 

遣
は
俳
人
が
眼
の
つ
け
蕗
が
低
い
か
ら
で
、
高
象
の
中
に
照
れ
北
る
造
化
の
秘
密
に
倒
れ
て
-
一
駿

戚
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
n

吾
人
は
決
し
て
毛
品
、
側
、
暦
、
納
豆
汁
、
初
勝
汁
、
海
鼠
、
杷
桃
花
、
段
、
路
の
議
、

土
筆
、
芹
、
紛
の
織
、
嫁
が
君
な
ど
は
俳
句
の
主
題
と
す
べ
を
替
の
で
な
い
と
思
ふ
の
で
は
な
い
。

3
れ
ど
此
等
の
刃
も
の
に
他
に
取
J

り
令
せ
が
な
く
、
車
純
に
此
壮
一
ず
の
物
業
れ
自
身
&
諒

b
北
な
ら

必
'
中
少
女
装
と
し
て
取
る
に
足
ら
ぬ
と
断
合
一
目
す
る
に
賎
路
せ
ぬ
の
で
あ
る
。

@

@

 

一
世
人
が
惑
術
上
の
作
品
よ
ム
ツ
得
べ
を
快
戚
の
第
三
図
以
呉
で
あ
る
。
呉
と
は
自
然
界
の
事
費

@

A

A

A

A

A

 

を
応
変
に
叙
べ
る
の
で
、
口
県
と
模
倣
と
は
次
の
鮪
に
於
て
異
っ
て
ゐ
る
。
，
模
倣
は
物
質
的
で
外

@
 

界
の
形
相
に
関
係
し
、
異
は
物
質
的
並
び
に
精
跡
的
の
雨
方
面
を
合
む
か
ら
、
外
界
の
形
相
の
み

@

@

 

で
な
く
内
界
の
印
象
、
戚
情
、
思
惣
を
宅
応
変
に
叙
べ
る
の
が
呉
，
で
あ
る
。
異
い
や
は
物
質
の
伊
る

@

@

@

@

 

あ
よ
り
、
思
想
の
奨
退
あ
』
り
括
質
の
奥
刃
も
あ
1

り
、
印
象
の
英
対
も
あ
1

9

戚
惜
の
異
母
あ
る
。
而
し
て
精

@

-

-

紳
的
の
呉
は
物
質
的
の
奨
よ
P
Q
J

百
倍
も
千
倍
信
重
要
で
あ
る
。

@

A

A

@

 

異
と
模
倣
l
L

の
第
二
の
相
異
紡
は
呉
は
符
械
や
象
徴
を
以
て
叙
べ
る
乙
と
が
で
を
る
わ
ら
、
保

A
 
倣
の
如
く
何
物
に
か
似
な
く
て
は
な
ら
ぬ
必
要
が
な
い
。
事
費
に
嗣
ず
る

E
硲
な
る
概
念
を

@

@

 

興
ヘ

3
ヘ
す
れ
ば
、
事
費
其
物
の
院
内
を
得
る
諜
で
あ
る
か
ら
、
事
貨
の
奨
を
得
る
に
は
共
事
貨
に

.，-持費

69 

例
せ
ば
交
響
に
於
て
一
の
事
貨
を
叙
ん
か
る
如
念
、
女
字
や
友
章
は
一
の
徽
鋭

に
滋
ぎ
ぬ
け
れ
ど
昔
、
占
，
，
ん
に
依
て
事
費
仁
闘
す
る
正
確
の
観
念
を
諒
者
に
血
ハ
ハ
花
な
ら
そ
れ
で

@

A

A

A

A

 

日
穴
を
相
骨
文
の
で
あ
る
。
女
学
や
友
章
は
少
し
も
事
費
に
似
る
も
の
で
は
な
い
。
叉
議
に
就
て

0

0

 

謂
へ
ば
白
紙
の
上
に
，
器
一
を
以
て
木
の
枚
を
描
く
と
す
る
に
白
紙
の
上
な
る
黒
線
拡
少
し
古
木

@
 

の
校
と
似
て
ゐ
な
い
、
け
れ
ど
唱
英
国
一
一
線
が
符
械
と
潟
つ
て
木
の
枚
の
ほ
央
を
叙
べ
る
の
で
、
若
し

A

A

A

 

木
の
校
に
似
る
や
う
仁
描
く
仁
政
種
々
な
彩
色
を
施
し
て
英
色
細
部
と
形
放
と
を
作
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
。
要
す
る
に
事
物
の
府
県
を
得
る
は
造
化
が
事
物
を
治
つ
北
ゃ
う
仁
作
者
が
之
を
叙
べ
る

の
で
、
其
叙
べ
ら
る
ぺ
を
事
物
は
内
界
大
る
と
外
国
介
北
る
と
に
論
は
な
い
の
で
あ
る
u

@

&

A

 

か
hn

れ
ば
異
は
事
物
の
一
牲
を
捕
へ
て

q
其
異
に
契
ふ
け
れ
ど
減
、
模
倣
は
必
ポ
J

其
多
牲
を
捕

A

A

@

 

へ
る
必
要
が
あ
る
。
従
っ
て
模
倣
は
具
よ

ιリ
困
難
で
、
且
つ
高
等
で
あ
る
や
う
に
見
え
る
。
然

A

A

e

@

 

れ
ど
も
決
し
て
注
様
で
は
な
い
、
・
何
と
な
れ
ば
模
倣
は
民
共
を
得
な
い
で
が
も
英
仁
近
け
れ
ば
そ
れ

そ
ら
い
ろ

で
成
功
す
る
世
人
は
樹
木
を
窓
色
に
番
い
食
L
リ
、
犬
を
深
紅
色
仁
拙
い
大
f

り
す
れ
ば
臨
も
に

其
慮
侭
な
る
を
後
見
る
、
3
れ
ど
讃
工
が
人
の
予
を
描
く
に
営
I

り
て
筋
肉
の
配
置
が
呉
呉
を
失

ぴ
、
関
節
の
構
成
が
英
国
具
を
去
る
乙
と
議
し
と
す
る
も
、
皮
膚
の
色
や
、
形
相
や
、
陰
影
な
ど
に
投
意

ザ

ヨ

V
、
ラ
ス
キ

ν
の
立
脚
地
よ
り
見
党
る
俳
句

~、

九

合
る
を
要
せ
ぬ
。

.、

一、、

h 

" 、



'10 

め

v
司

V
、
ラ
ス
存

V
の
立
脚
地
主
り
見
柁
る
俳
句

し
て
之
を
議
〈
と
営
は
観
客
は
乙
れ
に
魔
魅
し
会
ら
れ
て
稀
賛
す
る
。

か
く
し
て
，
手
口
聞
広
濁
し
て
況
は
人
が
起
す
所
の
快
戚
は
其
厳
俄
な
る
を
接
見
す
る
仁
ゐ
る
し
烈
く

模
倣
よ
よ
り
得
る
所
の
快
戚
は
饗
術
に
よ
2
9
て
歎
か
れ
食
る
を
接
見
す
る
所
に
あ
る
。
乙
れ
模

@

A

A

 

倣
の
劣
等
な
る
所
以
で
あ
る
。
故
仁
呉
は
凡
て
の
番
街
の
基
礎
件
、
、
模
倣
は
部
て
之
を
破
壊
す

@
 

る
傾
向
が
あ
る
。
要
す
る
に
異
な
ら
診
る
者
は
決
し
て
美
な
る
能
は
歩
と
締
ふ
て
が
も
宜
し
い
。

七。

回
議
が
俳
諮
に
就
て

寓
代
不
易
あ
・
'
夕
、
一
時
の
鑓
ル
?
め
よ
り
、
此
二
個
究
ま
る
謀
本
一
な

b
。

@

@

@

 

誠
な
よ
ツ
。

@

@

@

@

@

@

@

@

@

 

英
一
と
い
ふ
は
風
維
の

と
説
い
党
の
は
殆
ん
ど
プ
ス
キ
シ
の
意
見
と
符
令
し
て
ゐ
る
。

得
な
く
て
は
寓
代
不
易
の
交
響
は
で
き
ぬ
。
芭
擦
は
更
に
盛
安
の
競
争
，
潟
し
て
、

俳
句
は
上
手
の
鹿
を
吉
ふ
が
如
く
仁
綴
る
と
い
ふ
を
金
吉
と
な
し
て
、
虚
防
厳
な
t
り。

'
貨
に
綴
る
を
是
E
ζ

な
し
、
貨
を
虚
に
綴
る
を
是
と
す
。
資
を
貨
と
い
び
、
胞
を
厳
と
頴
は
ず
活

排
請
の
滋
に
あ
ら
ホ
ノ
。

@

@

@

@

 

風
雅
の
誠
邸
ち
蕃
術
の
呉
を

虚
を

正
風
は
慮
貸
の
間
に
遊
ん
で
、
し
か
も
虚
安
に
止
ま
ら
ヂ
、
悲
れ
我
が

家
の
秘
訣
品
。

，_.骨噌

と
読
を
、
総
初
っ
て
雲
と
な
ιρ

け

b
爪

@
 

を
厳
と
し
、ω腕
初
っ
て
雲
よ

b
落
つ
る
爪

@
 

を
賓
と
し
、続
初
っ
て
殴
況
と
唱
な
ら
み
y
凧

@
 

を
正
と
し
て
、

右
慮
質
を
非
と
し
て
、
正
を
是
と
し
て
、
此
場
を
虚
安
の
問
に
遊
ぶ
と
い
ふ
匂
の
五
脈
品
。

@

@

@

 

と
い
ふ
て
ゐ
る
。
芭
蕉
の
所
網
開
質
と
は
事
費
、
厳
之
は
想
像
、
豆
と
は
想
化
ぜ
ら
れ
、
な
る
事
貨
で

虚
貨
の
問
に
遊
ぷ
と
は
総
像
の
み
に
馳
寸
て
窓
恕
仁
落
ゆ
り
歩
事
貨
に
の
み
拘
拐
し
て
俗
に
流

... ~. l 

れ
ぬ
所
を
い
ふ
北
の
で
あ
る
。

一
プ
ス
キ
シ
の
所
鵡
伊
を
得
る
と
は
審
術
に
想
像
を
入
れ
て
は
な
ら
ぬ
と
の
意
で
は
な
い
。

主~

ヱ
が
山
水
、
を
描
く
に
方
よ
り
て
山
や
、
瀧
や
、
木
や
、
岩
や
、
家
や
、
橋
や
、
人
物
な
ど
を
取
令
せ
て
一
憾
の

想
像
力
に
て
此
等
の
物
を

薬
取
合
せ
は
}
に
其
想
像
力
じ
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
Q

'11 

闘
と
す
る
。

叫

V

ヨ
V
、
ラ
ス
キ
V

の
立
脚
地
主
り
見
花
w
Q
俳
句

号b



山

V

ヨ

ν
、
ラ
ス
キ

V
の
立
脚
地
よ
り
見
た
る
俳
句

セ

72 

取
合
せ
北
の
で
、
必
一
歩
し
宅
番
の
'
却
さ
山
水
日
州
事
貨
の
上
に
存
在
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
次
第
で
な
い
べ

@
 

目
お
れ
所
制
問
虚
で
あ
る
。

然
し
議
中
の
山
は
自
然
に
山
の
呉
を
得
、
水
一
は
水
の
奨
を
得
、
木
は
木
、
橋
一

@
 

是
一
れ
所
前
変
で
あ
る
。

s‘3

T

 

μ
正
か

は
橋
、
人
以
入
、
家
は
家
、
岩
は
岩
、
各
其
異
を
得
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

苧
の
や
う
に
脅
か
れ
、
人
が
裁
の
や
う
に
お

3
れ
、
木
が
取
の
や
う
に
摘
が
れ
て
あ
っ
大
な
ら
ば

るき会

内れく
蕃@ば笥:

術@番。に

の@術@な
奨@の@ち

は異@ぬ
事と
食事A

の賛A

具のA

を異A

取と
ろ肘
来自

b ら
て別
之で
を事A
想~ jI(A 

イ乙@のA
し奨A
?とと
唱は
の宇
で宙
あの
る現
-(u 
~'Ç 

;Jt 
餓
の

呉
で

あ

首
謀
の
所
制
附
風

雅
の
誠
と
は
欝
術
の
同
県
で
、
極
め
て
重
要
な
る
紡
で
あ
る
と
思
ふ
。

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

 

花
に
封
し
て
、
信
な
く
ば
、
花
恨
み
あ
ら
ん
、
匂
は
是
れ
に
な
ら
ふ
べ
し
。

る
事
あ
ら
ん
、
す
が
セ
は
そ
れ
仁
随
ふ
べ
し
。

山
納
容
が花

に
と
へ
ば
、
花
、
わ
な

と
い
へ
る
は
淘
に
金
言
で
、
能
く
装
術
の
異
を
道
破
し
て
ゐ
る
。

叉
鬼
貫
が

俳
諮
の
大
滋
は
、
合
一
口
ぴ
溺
向
ふ
に
宅
得
ホ
，
r

、
句
の
か
北
も
作
1

り
な
ら
ふ
に
唱
得
歩
、
喰
だ
我
山
附
卒
生

@

@

@

@

@

 

の
翁
必
高
天
原
に
遊
ん
で
、
零
月
花
の
誠
な
る
に
戯
れ
、
紳
一
妙
を
知
ら
ば
、
日
に
見
え
ぬ
夢
の
浮

橋
、
足

3
は
ら
歩
し
て
、
踏
む
に
必
よ
き
地
卒
、
な
ら
ん
、
そ
の
花
に
鳴
く
と
ノ
?
ぴ
ナ
、
共
れ
に
住
む

一芳明、

蛙
、
い
づ
れ
の
歌
袋
母
、
す
べ
て
天
地
の
袋
な
L
ツ。

と
い
ぶ
北
の
弘
同

b
必
で
あ
ら
う
。

@

@

@

@

 

つ
注
意
す
べ
き
は
具
を
得
る
と
い
ふ
が
も
吾
人
が
平
生
一
一
一
百
六
十
五
日
凡
な
れ
悶
を

乙
h

に
一

旭
日
、
夕
陽
な
ど
の
特
に
美
し
を
批
槻

は
一
年
仁
一
皮
、
ニ
一
一
一
年
広
一
度
、
現
は
る
、
乙
と
も
あ
る
。
此
事
資
け
い
卒
凡
な
る
奇
人
の
看
過

す
る
所
で
あ
る
。
叉
大
洋
の
怒
議
狂
測
の
社
制
仰
の
如
き
バ
臨
海
上
を
一
家
と
す
る
、
水
夫
な
ら
で
は

容
易
い
恥
見
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
。
華
街
家
が
斯
の
如
さ
自
然
の
美
に
注
目
し
て
其
奨
を
叙
ぺ

な
れ
し
て
ゐ
る
事
費
の
み
が
必
ポ
J

異
な
の
で
は
な
い
。

北
な
ら
傑
作
が
で
を
や
P
J
1

其
角
が

伏
見
仁
〈
一
夜
俳
諮
も
よ
ほ

3
れ
け
る
じ
、
傍
よ

b
芭
焦
翁
の
名
句
い
づ
れ
に
て
や
侍
る
と

議
糾
ら
れ
け
よ
ツ
、
折
ふ
し
の
機
嫌
じ
て
拡
大
津
倫
白
山
ゃ
に
て
、

半
崎
の
松
は
花
よ
y
り
臓
に
て

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

 

之
市
宮
れ
け
る
乙
そ
、
一
匂
の
や
H
尾
骨
一
口
外
の
意
味
、
近
紅
の
人
も
示
、
だ
見
の
乙
し
大
る
な
る
べ

@
 ーレ。

tr3 

と
い
ふ
大
如
く
、
芭
蕉
の
如
を
は
近
、
訟
の
人
の
朝
夕
に
白
川
つ
E
h

じ
が
宅
見
の
乙
し
な
る
所
を
見

ザ
ヨ

V
Jフ
ス
キ

-V
の
立
脚
地
よ
り
見
た
る
俳
句

七



、f

N
V

ヨ

V
、
ラ
ス
キ
シ
の
立
脚
地
主
り
見
た
る
俳
句

七
四

百
蕉
の
二
十
五
僚
の
中
に

7会

出
し
て
呉
呉
を
叙
ぺ
北
か
ら
、
名
句
を
得
、
北
に
相
違
な
品
川
。

…
、
霞
は
朝
う
ず
く
、
タ
に
深
し

一
、
緩
は
朝
深
く
、
ダ
に
う
ず
し

一
、
春
闘
州
は
朝
に
獲
し

一
、
秋
風
は
タ
に
察
し

一
、
川
音
は
登
静
に
夜

3
わ
が
し

一
、
悔
の
音
は
蚤

3
わ
が
し
く
夜
静
な
ん
，

と
あ
る
、
何
で
唱
な
い
事
の
ゃ
う
で
あ
る
が
、
常
人
は
皆
宥
過
し
つ
1
3

あ
る
自
然
の
秘
府
で
あ
る
。

文

考
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月
花
を
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ら
歩
。

@

@

@

@

 

と
誘
い
セ
の
は
貨
に
面
白
い
、
邸
ち
彼
が
所
謂
物
の
本
情
が
邸
も
異
で
あ
る
。

鬼
賞
は
四
季
の

" .明、L
~" .~;庁、円有『ー一一ー~

月
広
就
て

A
春
の
月
は
、
く
れ
そ
む
る
よ
L
リ
脱
党
も
て
、
物
セ
ー
ら
ぬ
け
し
さ
。

A

夏
の
月
は
、
灯
一
を
遠
く
置
い
て
禄
め
深
し
Q

A

秋
の
月
は
、
窓
に
軒
に
-
海
仁
川
に
、
野
に
山
に
Q

A

各
の
月
、
は
、
}
ひ
ら
雲
の
、
一
雨
乙
ぽ
し
行
く
隙
を
照
し
て
い
そ
が
し
。

ー
し
い
び
、
花
に
つ
い
て
は

卯
の
花
は
郭
る
と
中
よ
く
、
あ
る
は
月
と
見
て
、
悶
を
忘
れ
、
壁
一
と
見
て
繋
が
ら
歩
。

蓮
の
花
は
朝
の
な
が
め
、
一
入
い

3
ぎ
よ
く
、
議
は
叉
涼
し
、
タ
?
れ
は
必
沈
ひ
。

猶
ほ
深
く
賞

し
て
概
念
の
奥
に
至
ら
ば
、
慨
恐
れ
党
る
悌
性
、
終
広
姿
必
の
慌
を
も
出
づ
ぺ
し
。

荻
の
3
h
v
i
り
は
、
野
を
わ
け
入
て
、
か
い
く
る
1
3

を
も
知
ら
食
、
人
の
庭
仁
あ
っ
て
は
、
露
ふ
く
風

に
花
を
お
も
ひ
、
か
北
ぷ
く
月
に
係
を
惜
む
。

叉
花
も
や
が
て
な
ち
ん
と
見
る
頃
の
風
情
乙

時
々
、
い
び
し
ら
歩
を
か
し
け
れ
s

愛
す
る
人
の
、
ま
れ
な
る
ぞ
、
う
ら
み
仁
は
侍
る
。

と
い
び
、
一
茶
が

夏
風
は
管
の
方
よ
よ
り
来
る
。
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秋
風
は
管
に
向
っ
て
吹
く
。

ザ

ヨ

ν
‘
ラ
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地
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K
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俳
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七
五
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， 

.、

邑

"a 

mv

ヨ

ν
、
ラ
ス
キ
Y

の
立
脚
地
ま
り
見
た
る
俳
句

と
い
ふ
北
如
を
は
事
費
に
令
す
る
や
否
や
は
齢
日
く
拾
い
て
、
衆
人
の
注
目
せ

F
為
蕗
に
彼
等
が

七
六

、

眼
光
を
放
つ
を
鐙
ず
る
に
足
る
。

自
然
界
の
美
の
み
で
は
な
い
、
精
紳
界
の
美
の
如
を
号
、
十
年
に
一
度
、
百
年
に
一
皮
と
い
ふ
ゃ
う

じ
稀
に
見
る
所
の
忠
臣
孝
子
、
貞
女
烈
婦
等
の
高
備
に
し
て
美
し
き
情
操
を
舗
へ
て
共
闘
穴
を
叙

唱'

ず
る
時
拡
傑
作
と
な
る
や
疑
な
い
。

3
る
を
卒
凡
な
る
作
者
は
卒
凡
な
る
常
情
、
し
か
、
電
鼻
腿

に
し
て
愚
劣
な
る
男
女
に
ゐ
よ
ツ
ふ
れ
北
人
情
な
ど
を
仰
臥
し
て
人
生
の
必
ず
面
を
描
く
な
ど
栴
し

て
ゐ
る
は
笑
ふ
べ
き
で
な
い
か
。
臨
時
ヘ
ば
庭
仁
て
見
れ
ば
平
凡
な
る
格

6
月
ヶ
闘
に
て
翻
れ

ば
〕
段
の
光
栄
を
添
ヘ
、
野
仁
〈
見
れ
ば
何
の
風
情
な
を
邸
宅
嵐
山
に
て
税
れ
ば
一
段
の
妙
艦

が
あ
る
如
く
、
人
情
も
ん
俗
な
る
家
庭
に
て
見
れ
ば
何
の
妙
飯
も
な
い
が
、
之
を
異
れ
る
境
遇
広

務
せ
ば
非
常
に
高
官
に
し
て
優
美
な
る
現
象
を
塁
ず
る
、
之
を
看
過
せ
安
し
て
其
異
を
叙
す
る

の
が
異
に
人
生
の
秘
奥
を
悶
明
す
る
の
で
あ
る
。

。

@

@

俳
制
舶
は
狂
言
一
締
認
に
似

t
lり
と
雌
号
、
必
の
誠
よ
I

り
出
づ
る
わ
念
品
q

白
拾
が

乙
い
び
セ
る
'
-
-
畑
一
く
、
必
の
誠
が
何
よ
y

り
肝
要
で
あ
る
と
思
ふ
。

@

@

@

 

芭
蕉
・
が
俳
践
に
い
於
け
る
大
功
は

vω
の
誠
に
輩
ぎ
を
置
い
て
俳
綜
に
永
久
の
償
位
を
奥
ヘ
食
欧
州

に
あ
る
。

叉
彼
は
閑
寂
に
カ
を
用
ぴ
て
俳
識
を
俗
鹿
の
中
よ
り
救
ぴ
出
し
な
、
此
ニ
欧
州
は
資
じ

惜
い
哉
彼
に
倣
ふ
者
は
徒
ら
に
閑
寂
を
迫
求
し
て

渡
す
べ
か
ら
古
る
芭
擦
の
大
功
で
あ
る
。

惑
術
の
紳
髄
と
誤
解
し
犬
、
文
考
が

@

@

@

@

@

 

淋
し
を
は
風
雅
の
鷲
な
J

り

と
n
公
言
し
、
花
る
が
如
を
は
そ
れ
で
あ
る
。

閑
寂
は
芭
蕉
が
一
種
の
厭
世
税
よ
P
O
出
て
、
総
静
を

好
む
は
彼
の
性
癖
で
あ
っ
北
。

翁
日
〈
設
は
閑
寂
に
し
て
山
林
に
乙
も
る
必
地
ず
る
事
を
悦
ぶ
に
あ
ら
歩
や
。

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

h

w

A

W

@

@

@

@

@

@

 

mm
臼
我
も
好
む
所
、
ゆ
く
の
如
し
。
我
が
風
は
閑
寂
を
好
み
て
刺
し
。

t
i
'円
、
ず

品旨

ι
ノ
カ

答
日
然
ι
り。

と
認
し
大
る
に
〈
弘
知
れ
る
。
閑
寂
、
温
雅
、
幽
・
交
、
枕
着
、
繊
細
は
毘
風
の
特
色
と
す
る
所
で
あ
る
。

@

@

 

芭
蕉
は
決
し
て
純
然
食
る
客
観
を
歌
ふ
な
も
の
で
な
い
、
否
、
多
く
観
相
を
用
び
士
、
3
れ
ば
人
口

@

@

 

に
愉
州
笈
ず
る
い
彼
の
名
句
は
皆
観
相
の
句
，
で
あ
る
、
例
せ
、
ば

古
池
や
蛙
飛
ば
込
り
水
の
一
背

枯
枝
に
烏
と
ま
ん
/
け
ん
/
秋
の
暮
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山

V

ヨ

ν、
ラ
ス
キ

Y
の
立
脚
地
よ
り
見
た
る
俳
句

-h 
凡

'ls 

五
月
雨
を
集
め
て
早
し
最
上
川

い
2

3
ら
ば

.3
日
ル
に
乙
ろ
ん
か
所
ま
寸

象
潟
の
爾
や
西
施
が
A
官
駄
の
花

懸
け
来
れ
ば
深
山
あ
る
け
れ
ど
宅
皆
此
轍
で
あ
る
。

芭
蕉
は
斯
く
主
観
的
の
詩
人
，
で
あ
る
が
、

務
ほ
客
槻
詩
人
と
棉
せ
ら
る
べ
き
理
由
が
あ
る
、
汗
は
彼
が
容
伽
倒
的
な
る
自
然
の
美
に
カ
を
用

ゐ
て
主
観
的
な
る
人
事
上
に
見
る
べ
を
精
一
抑
的
の
美
を
歌
は
な
か

次
に
善
人
が
審
術
上
の
作
品
よ

6
得
ぺ
ぎ
快
戚
の
原
因
は
討
で
あ
る
。

や
と
の
疑
問
に
は
答
ふ
る
と
と
は
で
を
ぬ
が
、
何
一
入
港
事
物
の
外
部
に
彰
は
れ
な
る
性
情
を
税

つ
北
之
と
で
あ
る
。

@
 

吾
人
は
薬
と
は
何
ぞ

察
し
て
快
戚
を
得
る
、
乙
れ
創
も
美
で
あ
る
。

吾
人
は
或
形
、
或
色
に
就
て
は
愉
快
に
戚
ホ
ノ
る
が
、

他
の
形
、
他
の
色
に
就
で
は
愉
快
に
戚
性
ぬ
、
薬
理
由
は
飲
摘
家
が
摘
を
好
ん
で
併
を
嫌
ふ
と
岡

b
で
、
説
明
す
る
乙
と
は
で
き
ぬ
。
美
戚
は
情
に
訴
へ
る
も
の
故
、
直
接
に
は
知
性
の
活
動
を
袈

せ
ぬ
、
然
れ
ど
号
、
締
一
皮
、
関
係
、
灘
一
稀
等
を
知
脱
却
す
る
知
的
活
動
が
美
戚
に
必
要
な
る
は
曲
目
ふ
ま
マ

。

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

。

@

@

.

@

@

@

@

@

@

3

3

b

聾

@

川
市
無
か
ら
う
。
感
一
覚
、
ヂ
る
に
美
な
る
物
と
は
奇
人
の
必
怖
を
揃
足
し
、
普
人
の
精
柿
抑
制
ι
加
問
パ
り
が

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

 

な
ら
し
め
、
高
官
な
ら
し
ひ
る
者
で
あ
る
。

天
地
問
の
寓
物
は
治
佑
の
妙
子
に
出
浦
、
、
一
と
し
て

“，
 ド‘‘，、e
，
.h

B
哩
叫
直

s'hv 

a

、

a
q--

tu-

-
-
a
i，‘ 

E

E

，句，

M
，‘，

t
e
r
耳
、
サ
'

‘
白
川
ソ
川
『

A-ι

業
な
ら
合
る
は
な
い
。

3
れ
ど
美
は
必
安
事
物
を
大
観
す
る
上
に
生
ヂ
る
も
の
で
、
事
物
を
分

綜
解
剖
す
る
上
仁
生
、
J

V

J

る
も
の
で
な
い
か
ら
、
宇
宙
の
蔦
象
を
分
訴
的
に
税
て
は
美
戚
は
技
術

務
術
よ
よ
ツ

せ
ら
れ
て
し
ま
う
。

若
し
寓
象
を
大
観
し
忙
な
ら
ば
絶
大
の
美
は
乙

h

に
在
る
。

、
、

得
る
奇
人
の
快
戚
は
美
を
以
て
最
高
の
も
の
と
す
る
。

実
に
宅
種
々
な
る
階
段
が
あ
っ
て
不
完
全
な
る
も
あ
よ
ツ
、
出
子
会
な
る
も
あ

b
、
而
し
て
最
も
完
会

@

@

@

 

な
理
想
的
の
美
と
は
v

如
何
な
る
も
の
か
と
い
ふ
に
積
に
兵
っ
て
ゐ
る
美
を
伺
髄
に
完
備
し
允

場
合
で
あ
る
。

例
せ
ば
女
性
会
般
に
兵
は
っ
て
ゐ
る
美
を
悉
く
…
個
の
少
女
じ
完
備
し
大
な

@

@

@

@

A

W

 

ら
、
官
談
少
女
は
理
一
郊
の
美
人
で
あ
る
。

一
プ
ス
キ

y

が
美
に
到
す
る
考
は
大
略
左
の
如
く
で
あ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

る
-
く
れ

λ
¥
一
品
口
人
の
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
乙
と
は
業
と
は
告
人
の
精
紳
を
・
満
足
せ
し
め
清
津

0

0

0

0

0

0

0

O

J

0

0

0

0

0

0

0

 

な
ら
し
め
、
高
備
な
ら
し
ひ
る
者
で
あ
る
。

芭
蕉
は
能
く
宇
宙
を
大
観
し
て
造
化
の
妙
子
に
接
し
な
る
詩
人
で
あ
る
。

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

 

造
化
に
従
ぴ
て
凶
時
を
友
と
す
、
見
る
所
花
仁
あ
ら
み
や
ー
と
い
ふ
事
な
し
、
思
ふ
所
月
に
あ
ら
歩

3
れ
ば
、

と
い
ふ
事
な
し
、
像
、
花
に
あ
ら
な
る
持
拡
・
夷
，
秋
仁
び
と
し
、
必
、
月
に
あ
ら
診
る
時
は
鳥
獣
に
銀

@

@

@

@

@

@

@

@

@

・

@

@

@

@

@

@

@

ず
、
・
夷
秋
を
出
て
、
鳥
獣
を
は
な
れ
て
造
化
に
し
北
が
ひ
、
強
化
に
か
い
れ
と
な
1
り
om
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と
は
彼
が
風
雅
の
紳
髄
で
あ
る
。

時、d
る
を
彼
が
高
弟
業
角
の
如
き
は
其
縦
横
の
才
に
侵
せ
て

師
門
の
温
雅
、
閑
寂
を
打
破
し
て
反
く
詩
材
を
求
め
逐
仁
は
脱
旧
、
遺
粉
、
民
伺
慮
、
雁
続
等
ま
で
呉
匂

中
に
臨
時
み
入
れ
て
伯
然
、
北
る
に
出
品
つ
大
。
乙

h

に
歪
つ
て
は
美
女
で
は
な
く
、
醜
究
と
謂
は
古

る
を
得
ぬ
、
何
一
と
な
れ
ば
此
等
の
詩
材
は
近
日
人
の
精
紳
を
不
縞
足
な
ら
し
め
、
汚
綴
な
ら
し
め
j

蛍

落
せ
し
む
る
か
ら
で
占
め
る
。

'
我
閥
現
代
の
女
士
等
が
究
替
の
潟
の
女
惑
な
'
り
と
稲
し
て
、
枇
舎
の
汚
俗
を
摘
さ
、
男
女
の
醜
行

を
峻
酷
に
叙
述
し
て
以
て
人
生
の
呉
を
得
北
よ
ツ
と
忠
び
、
審
術
の
目
的
仁
契
ヘ
よ
り
と
す
る
は
大

婆
術
は
蕃
術
と
し
て
食
ん
か
べ
を
も
の
で
殺
宵
や
、
道
徳
の
矯
め
の
手
段
で

な
る
謬
見
で
あ
る
。

拡
無
い
。

遣
は
一
一
一
歳
の
童
子
に
も
知
れ
文
理
窟
で
あ
み
。

然
し
異
の
蕃
術
は
決
し
て
数
百
や

道
徳
に
背
く
べ
き
沙
も
の
で
な
い
、
道
徳
や
数
育
を
犠
牲
に
す
べ
き
筈
の
刃
も
の
で
な
い
。

何
1
ζ

な

れ
ば
惑
衡
の
主
と
す
る
所
は
美
で
あ
る
、
美
は
五
日
人
の
必
を
縞
足
せ
し
め
情
潔
な
ら
し
め
す
同
倫

な
ら
し
む
る
者
で
あ
る
。

故
に
究
饗
に
し
ず
美
を
主
眼
と
す
る
以
上
は
数
育
や
道
徳
之
矛
盾

ず
る
答
は
な
い
、
然
る
を
衣
装
の
主
服
、
文
る
美
を
技
術
し
て
人
必
を
堕
務
せ
し
め
，
、
持
綴
な
ら
し

り
る
や
う
な
醜
を
描
い
て
女
装
と
稲
し
て
ゐ
る
は
悩
か
に
謬
凡
で
あ
る
。

総
識
は
給
識
の
翁

磨
、

一い

v'

〈
一
-
-
必
曹
‘

‘
0

.

z

A

 
aE『
‘

J

，. 
必
E司

n

r

J

d

ト

J

，一
4r、‘乍
ve
 

て

s'歩
，

-
一
i
s
g
k
'
，、

司
、
q
4
￥

制

の
総
議
で
あ
る
、
遺
徳
や
、
数
一
育
の
翁
の
手
段
で
な
い
。

き
れ
ど
奨
に
美
な
る
給
者
は
滋
徳
の
翁

に
も
数
育
の
潟
に
有
益
で
あ
る
。
給
番
が
其
主
限
、
食
る
業
を
淡
節
し
て
人
必
を
不
快
な
ら
し

1 、

‘ 

め
、
持
械
な
ら
し
む
る
審
議
と
な
る
か
ら
、
醜
術
と
な
ん
/
了
っ
て
、
数
育
や
滋
徳
に
も
容
を
及
ぽ
ず

今
日
の
究
惑
が
風
俗
を
壊
乱
し
、
士
君
子
の
必
を
不
快
な
ら
し
む
る
以
上
は
美
女

の
で
あ
る
。

で
な
く
て
醜
究
，
で
あ
る
。

詩
人
以
此
鮪
仁
つ
い
〈
現
代
交
士
の
反
省
を
乞
は
才
る
を
得
ぬ
。

芭
桜
山
と
蕪
村
と
は
我
闘
俳
界
の
二
大
切
忠
・
で
あ
る
が
、
美
の
紡
よ
よ
り
い
ふ
時
は
藤
村
は
芭
蕉
に

勝
っ
て
ゐ
る
。
升
は
芭
蕉
は
高
事
悲
制
例
的
消
極
的
で
あ
る
か
ら
、
淋
し
く
細
く
の
み
な
っ
て
し

ま
う
。
之
に
反
し
て
燕
村
は
積
極
的
織
が
槻
的
，
で
あ
る
か
ら
盟
わ
に
艶
が
に
美
を
接
揮
す
る
ζ

之
が
で
き
花
。
叉
芭
奈
は
自
然
美
に
の
み
力
を
用
び
往
け
れ
ど
が
も
燕
村
は
自
然
美
に
が
百
人
事

業
に
も
英
子
腕
を
振
っ
校
。
叉
芭
蕉
は
賀
在
に
眼
を
つ
け
大
が
蕪
村
は
現
象
仁
眼
を
つ
け
た
、

乙
れ
ら
は
二
大
詩
人
を
随
別
す
べ
を
重
要
な
る
相
法
紡
で
あ
る
と
思
ふ
。

筏
士
の
殺
や
印
刷
の
花
衣

議

村

春
雨
や
綱
が
挟
に
小
提
灯

同

、，

.、

81 

畑
打
や
浩
一
一
一
章
の
札
の
も
と

叫

V

ヨ
V
、
ラ
ス
キ
V
の
立
脚
地
よ
り
見
た
る
俳
句

同
λ 



82 

叩

V

ヨ

v、
目
ブ
ス
キ

ν
の
立
脚
地
主
り
見
た
る
俳
~

閥
王
の
口
や
牡
丹
を
吐
か
ん
と
す

青
梅
に
用
あ
つ
め
捻
る
美
人
哉

λ 
同同

名
月
や
紳
泉
苑
の
魚
限
る

以
て
其
控
艶
の
惣
を
見
る
f

べ
き
で
あ
る
。

同

叉
燕
村
は
匂
件
関
が
清
新
で
、
何
一
物
を
宅
詩
ル
判
ず
る
手

腕
が
あ
っ
柱
。

必
太
逆
し
ま
仁
銀
河
一
一
一
千
尺

酒
を
煮
る
家
の
女
房
も
よ
と
ほ
件
党

蕪

村

同同AO
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如
何
に
も
大
騰
な
る
作
句
の
風
で
あ
る
。
‘
日
郊
の
如
き
大
勝
と
依
側
と
を
以
て
常
高
の
美
を
敵

搬
の
餐
先
生
交
を
揮
は
れ
北
1
9

柳
散
1

り
清
水
禍
れ
石
I
C

乙
ろ

A
¥

ふ
大
な
ら
鬼
に
金
総
の
戚
が
あ
っ
北
ち
う
が
、
惜
し
い
哉
、
蕪
村
に
は
殆
ん
ど
山
尚
南
雄
大
の
匂
が

な
い
。
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出尚一口問

E
は
美
の
雄
大
な
る
も
の
で
多
少
危
険
の
念
が
件
ふ
時
に
生
、
ヂ
る
快
戚
，
で
あ
る
。

ば
戦
気
球
仁
熔
し
て
十
里
二
十
毘
に
一
旦
る
大
野
戦
の
光
長
を
下
限
す
る
が
如
を
、
叉
は
態
下
に
例
せ

立
て
寓
似
の
飛
爆
が
頂
上
よ
1
9
股
首
の
如
を
響
を
以
て
投
下
す
る
を
見
る
が
如
き
、
叉
は
大
艇

の
甲
板
に
坐
し
て
烈
風
犯
協
同
の
柏
戦
ふ
て
、
千
仰
の
海
…
底
に
舶
を
呑
ま
ん
と
す
る
を
見
る
が
如

き
、
何
一
れ
宅
山
尚
南
雄
大
の
快
戚
を
生
、
ず
る
。

3
1り
な
が
ら
此
快
戚
は
恐
怖
の
念
を
生
歩
る
時
は

'‘ . 

総
や
り
消
失
す
る
。

故
に
危
険
の
件
ふ
は
}
の
要
件
で
あ
る
が
、
危
険
が
綿
製
し
て
恐
怖
ー
に
な
っ
て

は
な
ら
ぬ
。

乙
れ
仁
就
て
面
白
・
い
諮
が
あ
る
。

夏
日
東
部
を
去
ム
ツ
て
品
帽
を
日
光
に
避
け
北
る
紅
葉
思
案
の
二
作
家
、
湯
本
の
霊
泉
に
畑
山
浴
し

て
俗
脇
を
洗
ぴ
、
華
一
般
の
瀧
、
中
綿
寺
の
湖
、
或
時
は
粉
川
の

一
口
水
に
嚇
ぎ
て
、
冷
氷
の
及
ぶ
所

に
あ
ち
も
d

る
を
榔
し
、
成
時
以
慈
悲
必
烏
の
鳴
き
去
る
を
聴
い
て
、
壮
一
鵠
寛
仁
一

ふ
伊
を
輪
ず
な

ど
・
・
、
歎
ホ
/
る
折
柄
、
食
々
閉
山
花
袋
の
市
谷
よ
L
ツ
来
る
に
曾
し
て
、
黒
髪
の
山
中
仁
岩
茸
を
狩

ら
ん
事
を
約
し
、
核
松
務
糊
敵
役
る
問
、
岩
石
重
品
院
の
裏
を
過
ぎ
〈
行
く
に
、
務
、
究
摩
の
美
論
よ
1
9

ザ
フ
ヲ
イ
ム

引
を
て
、
雄
大
の
事
に
及
点
。

紅
葉
は
雄
大
に
は
少
し
く
恐
怖
の
念
作
ふ
と
い
び
、
花
袋
以
少

々
な
よ
リ
ー
乙
宅
恐
怖
の
念
一
の
件
以
て
は
、
雄
ー
大
じ
あ
ら
-JVJ

と
論

b
、
思
案
は
口
を
結
ば
て
之
に
闘
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湾
出
己
事
限
一
L
リ
な
し
。

斯
く
て
も
備
ほ
紅

の
俄
夕
立
、
大
宮
岡
山
に
裂
け
、
急
電
渓
統
に
砕
け
、
物

葉
は
雄
大
を
論
及
し
て
、
何
一
ぞ
恐
怖
の
念
の
伴
び
文

せ
か
u

る
も
の
-
、
如
か
1
リ
し
が
、
日
光
名
物

叫

V

ヨ

ν‘
ラ
ス
キ

ν
の
立
脚
地
主
り
見
た
る
端
句
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出

v

ヨ

ν
、4
プ
ス
キ

V

の
立
脚
地
よ
り
見
た
る
俳
句

よ
ツ
と
え
雄
大
を
指
示
J

る
乙
と
み
ら
ん
や
と
太
韓
ず
。
花
袋
は
萎
縮
し
て
、
否
と
上
、
余
は
今
丸
信

く
恐
怖
の
念
の
み
世
間
く
し
て
、
雄
大
を
戚
せ
‘
?
と
。
此
時
ニ
一
一
…
問
の
前
に
脅
ム
ツ
て
憶
が
に
務
、

流
石
の
紅
葉
唱
亦
雄
大
を
ム
一
一
口
は
や
ノ
。

λ 
問

般
向
な
し
ぬ
。

乙
れ
宮
高
雄
大
に
恐
怖
の
伴
ふ
能
は
才
る
費
鐙
で
あ
る
。

常
高
は
如
何
な
る
種
類
の
美
に
て
が
も
共
偉
大
な
る
時
に
生
ム
ア
る
快
戚
で
物
質
に
て
3

号
、
器
開
に

て
が
も
、
カ
に
て
号
、
徳
に
て
号
、
英
雄
偉
な
る
唱
の
に
接
す
れ
ば
起
る
。

3

M

W

ば
必
ポ
ノ
し
宅
危
険
の

仲
ふ
を
要
せ
ぬ
け
れ
ど
号
、
多
く
の
場
合
に
多
少
の
危
険
が
伴
ふ
の
が
事
貸
で
あ
る
。
此
快
戚

は
吾
人
の
同
情
を
刺
戟
し
た
よ
ツ
、
勇
気
を
鼓
舞
し
北

b
、
精
神
を
向
上
せ
し
め
な
L
リ
し
て
、
島
一
階
践

劣
な
る
思
総
を
起
す
に
港
あ
ら
合
ら
む
る
カ
が
あ
t

る。

俳
句
に
て
常
午
前
雄
大
の
快
戚
を
奥
へ
る
は
最
唱
困
難
で
あ
る
わ
ら
、
蕪
村
ほ
ど
の
手
腕
が
あ
っ

て
宅
六
づ
わ
し
い
に
相
違
な
い
。
活
来
我
闘
の
究
惑
は
最
高
の
美
に
乏
し
い
、
箱
底
的
実
感
、
室

内
淡
行
的
支
息
切
で
あ
る
が
ら
蕪
村
一
人
を
M

谷
川
め
る
は
無
理
で
あ
る
。

荒
海
や
佐
渡
に
横
ふ
天
の
川
、

猪

e共
に
吹
か
る

h

野
分
哉

百

察

同

.'，'.ーふ ;'Ú."l，"~-ヲ i "li"!

、

五
月
雨
を
集
め
て
早
し
最
上
川

同

稲
妻
の
遠
山
松
に
わ

h
b
け
1

り

茶

木
砂
日
出
ヘ
統
れ
込
け
よ
ツ
天
の
川

同

、

、

木
枯
に
ニ
日
の
月
の
吹
き
も
る
が

木
枯
や
海
一
一
ば
い
仁
出
る
月

隣
や
鯨
ら
ほ
ゆ
る
霜
の
海

荷

ら

士

朗

i除

星E'

， 
; 

角
カ
取
な
ら
ん
点
や
秋
の
唐
錦

各
木
立
月
骨
髄
に
入
る
夜
哉

成

雰

JL 

査

雄
大
な
る
恕
じ
て
ψ

は
芭
蕉
仁
及
ぶ
も
の
は
な
い
、
業
芭
蕉
の
作
に

3
ヘ
官
官
同
の
美
は
少
い
か
ら

他
の
俳
人
に
は
猶
ほ
ヨ
ら
で
あ
る
。
此
鮪
は
我
問
実
惑
の
一
大
級
紡
で
占
め
る
か
ら
新
港
の
作

家

wv
誌
を
乙

h

仁
数
時
、
d

れ
ん
乙
と
を
希
躍
し
て
止
ま
ぬ
。

ラ
ス
キ
シ
は
真
に
寄
人
が
警
術
上
よ
t
り
得
ペ
き
快
戚
の
原
図
営
関
係
の
狐
念
7

に
し
て
論
'
b
て

ゐ
る
が
今
は
必
要
が
な
い
か
ら
乙
れ
に
て
傘
を
閣
く
。
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